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  大会趣旨 

日本ファミリーホーム協議会の歩みを振り返ると平成 17年 8月に東京で設立総会後、第 3回までの全

国研究協議会は横浜で開催されてきました。それはファミリーホームの前身である里親型ファミリーグ

ループホーム制度を全国に先駆けて創設したのが横浜市だからです。まさにファミリーホーム発祥の地

で第 11回全国研究大会ができることを光栄に思います。  

さて、ファミリーホーム制度化から６年が経過し、全国での開設数は２５０を超えました。 

「こどもにとって最善の養育の場とは何か」という原点に戻るためのものにしたいとの思いから第一

日目には公開討論会を開き、第二日目の各分科会では様々なファミリーホームができている現状を踏ま

え、自治体間の格差、国の制度の充実と見直しについてもとことん話し合っていきます。 

また、今大会では一般プログラムと並行しユースプログラム（15歳～29歳、ホームで現在生活してい

る子ども及び社会に出ている子ども）、ファミリーホームで生活している子どもたちはどう考え、どんな

アフターケアを必要としているか、一緒に生活している実子はどう思っているか？子どもたちの視点か

らも未来を広げるもう一つの家族とは何かを話し合っていきたいと思います。 

キッズプログラムも充実させファミリーホームで育つ子どもたち同士の楽しい交流も企画しています。 

 

関東甲信越ブロック、横浜大会実行委員一同 

 

大会スケジュール（一般プログラム） 

【第一日目】 11:30～       受付 

12:45～       開会式 

       13:30～       事業調査委員会よりアンケート結果の報告 

       14:15～ 16:30 公開討論会（ファミリーホームの「過去、現在、未来」について） 

       18:30～ 20:30 懇親会  （山下公園発着の「マリンシャトル」を利用します） 

 

【第二日目】   9:00～         受付 

         9:30～ 10:30 ファミリーホームの紹介（体験発表） 

       11:00～ 15:00 分科会（昼食をはさみながら） 

       15:00～ 16:00 報告会（ユースの発表を含む）・閉会行事 

                     

分科会 (予定) 

分科会名 担 当 テーマ 

第１ 群馬県、栃木県 ファミリーホームの地域支援～地域に開かれたファミリーホームになる 

第２ 千葉県、長野県 思春期の児童への関わり方 

第３ 東京都、山梨県 子どもと性に関する諸問題を考える 

第４ 埼玉県、新潟県 ファミリーホームと関係機関の連携～埼玉県のあり方 

第５ 茨城県、横浜市 ファミリーホームが生き残っていくためには～ＦＨの原点に戻って 

特別１ 実行委員会 養育者の質の向上～処遇困難児の対応 

特別２ 特別分科会担当 里親家庭、ファミリーホームで暮らす実子の語りと想い 

  

参加費                    お問い合わせ 

日本 FH協議会会員（養育者・補助員含む）1人 3000円       ホームばあばぱぱ 山本節子(東京都) 

学生                 1人 3000円     TEL 042-729-6441  FAX 042-729-7879 

上記以外 非会員           1人 5000円         e-mail;  info@ohana-group.com   

                                  

＊ 大会開催要項などは 5月中旬に発送予定です 

  
 

                                                           


